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(57)【要約】
【課題】
　燃料成分として硝酸グアニジンを使用したガス発生剤により、有害ガスの中でも特に一
酸化炭素が極めて少ないガス発生剤組成物を提供する。
【解決手段】
　硝酸グアニジンと塩基性硝酸銅との質量比（硝酸グアニジン：塩基性硝酸銅）が、７０
：３０～４５：５５であり、前記硝酸グアニジン及び前記塩基性硝酸銅の合計質量１００
質量部に対して、沸点が２３００℃以下または融点が１８００℃以下の酸化剤を１～２５
質量部含有するガス発生剤組成物。
【選択図】　なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　硝酸グアニジンと塩基性硝酸銅との質量比（硝酸グアニジン：塩基性硝酸銅）が、７０
：３０～４５：５５であり、前記硝酸グアニジン及び前記塩基性硝酸銅の合計質量１００
質量部に対して、
　沸点が２３００℃以下または融点が１８００℃以下の酸化剤を１～２５質量部含有する
ガス発生剤組成物。
【請求項２】
　前記酸化剤が、酸化モリブデンおよび／または酸化バナジウムである請求項１記載のガ
ス発生剤組成物。
【請求項３】
　前記硝酸グアニジン及び酸化剤の合計質量１００質量部に対して、さらに、酸化アルミ
ニウムを１～２５質量部含有する請求項１または２記載のガス発生剤組成物。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載のガス発生剤組成物を成形してなる成形体。
【請求項５】
　ガス発生剤を装填したガス発生器において、前記ガス発生剤として請求項４記載の成形
体を用いてなるガス発生器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エアバッグ装置等の車両安全装置用ガス発生器等に使用されるガス発生剤組
成物に関する。また、その成形体ならびにそれを用いたガス発生器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　自動車に代表される車両の衝突事故に対する搭乗員保護のための安全装置として、エア
バッグ装置やシートベルトプリテンショナー装置が採用されている。エアバッグ装置は、
車両が衝突事故を起こした場合、衝突検知センサーから電気信号がエアバッグ展開用ガス
発生器に送られ、該ガス発生器内に装填されているガス発生剤を燃焼させてガスを生成さ
せ、そのガス圧力によりエアバッグを展開させるものである。一方、シートベルトプリテ
ンショナー装置は、車両の衝突をセンサーが検知すると、電気信号によりシートベルトプ
リテンショナー用ガス発生器に装填したガス発生剤を燃焼させてガスを生成させ、そのガ
ス圧力によりシートベルト巻取り機構を作動させるものである。このようなエアバッグ装
置等に採用されているガス発生器の性能の重要な構成となる各種のガス発生剤組成物が開
発されている。
【０００３】
　例えば、特許文献１は、テトラゾール誘導体、グアニジン誘導体又はそれらの混合物、
塩基性金属硝酸塩及びバインダ及び／又はスラグ形成剤を含有するガス発生剤組成物を開
示するものである。また、特許文献２は、燃料としての有機化合物および含酸素酸化剤、
水酸化マグネシウム、又は水酸化マグネシウム及び水酸化アルミニウムの混合物を含有し
、必要に応じて更にバインダ、金属酸化物、金属炭酸化物から選ばれる添加剤、比表面積
が１００～５００ｍ2／ｇである二酸化ケイ素等を含有するガス発生剤組成物を開示する
ものである。また、特許文献３は、燃料としての有機化合物および、含酸素酸化剤、水酸
化アルミニウム、必要に応じて更にバインダ、金属酸化物、金属炭酸化物から選ばれる添
加剤等を含有するガス発生剤組成物を開示するものである。また、特許文献４は、燃料、
酸化剤、並びにリン酸類及びリン酸類の塩から選ばれるものを含有するガス発生剤組成物
を開示するものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
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【特許文献１】特開２００２－１２４９３号公報
【特許文献２】特開２００５－１２６２６２号公報
【特許文献３】特開２００４－１５５６４５号公報
【特許文献４】特開２００６－０７６８２４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ガス発生剤は、燃焼されて燃焼ガスを発生させるために利用され、そのガスによりエア
バッグの展開等が行われる。この燃焼ガスには、一酸化炭素（ＣＯ）や、アンモニア（Ｎ
Ｈ3）、窒素酸化物（ＮＯx）などの有害ガスが発生し含まれていることが知られている。
特許文献１～４は、それぞれのガス発生剤組成物により、一酸化炭素及び窒素酸化物の生
成量を少なくすることなどを課題とするものである。なお、特許文献４は、さらに、燃焼
残渣がミストになり、インフレータ外に放出することを防止するものである。
【０００６】
　特許文献１～４に開示されるような従来技術によって有害ガスの低減は図られているが
、それでも一定の有害ガスは発生しており、近年、自動車１台あたりに搭載されるエアバ
ッグの種類や個数も増加傾向にあることからも、さらに有害ガスの発生量を低減すること
が求められている。
【０００７】
　このような状況下、本発明の目的は、燃料成分として硝酸グアニジンを使用したガス発
生剤により、有害ガスの中でも特に一酸化炭素が極めて少ないガス発生剤組成物を提供す
ることである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明者は、上記課題を解決すべく鋭意研究を重ねた結果、下記の発明が上記目的に合
致することを見出し、本発明に至った。
【０００９】
　すなわち、本発明は、以下の発明に係るものである。
　＜１＞　硝酸グアニジンと塩基性硝酸銅との質量比（硝酸グアニジン：塩基性硝酸銅）
が、７０：３０～４５：５５であり、前記硝酸グアニジン及び前記塩基性硝酸銅の合計質
量１００質量部に対して、
　沸点が２３００℃以下または融点が１８００℃以下の酸化剤を１～２５質量部含有する
ガス発生剤組成物。
　＜２＞　前記酸化剤が、酸化モリブデンおよび／または酸化バナジウムである前記＜１
＞記載のガス発生剤組成物。
　＜３＞　前記硝酸グアニジン及び酸化剤の合計質量１００質量部に対して、さらに、酸
化アルミニウムを１～２５質量部含有する前記＜１＞または＜２＞記載のガス発生剤組成
物。
　＜４＞　前記＜１＞～＜３＞のいずれかに記載のガス発生剤組成物を成形してなる成形
体。
　＜５＞　ガス発生剤を装填したガス発生器において、前記ガス発生剤として前記＜４＞
記載の成形体を用いてなるガス発生器。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、ガス発生器として燃焼を行っても一酸化炭素発生量が極めて少ないガ
ス発生剤組成物が提供される。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明について例示物等を示して詳細に説明するが、本発明は以下の例示物等に
限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲において任意に変更して実施で
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きる。なお、本明細書において、「～」とはその前後の数値又は物理量を含む表現として
用いるものとする。
【００１２】
　本発明は、硝酸グアニジンと塩基性硝酸銅との質量比（硝酸グアニジン：塩基性硝酸銅
）が、７０：３０～４５：５５であり、前記硝酸グアニジン及び前記塩基性硝酸銅の合計
質量１００質量部に対して、沸点が２３００℃以下または融点が１８００℃以下の酸化剤
を１～２５質量部含有するガス発生剤組成物に関する。なお、沸点が２３００℃以下の酸
化剤と融点が１８００℃以下の酸化剤とを併用する場合、これらの合計量として、前記質
量部含有するものとしてもよい。また、沸点と融点の双方の要件を満たす場合は、重複し
て重量を換算する必要はない。
【００１３】
　本発明者らは、硝酸グアニジンと塩基性硝酸銅とを含有するガス発生剤組成物を用いて
、沸点が２３００℃以下または融点が１８００℃以下の酸化剤を含有させることで、意外
にも、極めて一酸化炭素発生量が極めて低いことを実験的に見出して本願発明に至った。
すなわち、この本願発明のガス発生剤組成物は、一酸化炭素発生量が極めて低いガス発生
器に用いられる。
【００１４】
［硝酸グアニジン］
　本発明のガス発生剤組成物は、燃料成分として硝酸グアニジンを含有する。硝酸グアニ
ジンは、ガス発生剤組成物の燃料成分である。硝酸グアニジンは、比較的燃焼性が高く有
害ガスの発生も少ないとされ、広くガス発生剤組成物の燃料成分として利用されている。
また、硝酸グアニジンは低圧で燃焼する。よって、これを用いるガス発生器は、そのハウ
ジングの耐圧性を低く設計し得ることから、ガス発生器の肉厚を薄くし、軽量化しやすい
。本発明ではこの硝酸グアニジンを燃料成分として利用して、有害ガス、特に一酸化炭素
の発生が極めて少ないガス発生剤組成物等を提供する。
【００１５】
［塩基性硝酸銅（ＢＣＮ）］
　本発明のガス発生剤組成物は、共酸化剤として塩基性硝酸銅を含有する。ガス発生剤組
成物には、着火性や燃焼持続性を向上させるために、共酸化剤が用いられる。本発明にお
いては、この共酸化剤として塩基性硝酸銅（ＢＣＮ：Ｃｕ（ＮＯ3）2・３Ｃｕ（ＯＨ）2

）を含有する。塩基性硝酸銅は、着火性が高く酸素供給性が優れていることから硝酸グア
ニジンと組み合わせた時、より一酸化炭素の生成量を低減することができる。
【００１６】
［硝酸グアニジンと塩基性硝酸銅との質量比（硝酸グアニジン：塩基性硝酸銅）］
　本発明のガス発生剤組成物は、硝酸グアニジンと塩基性硝酸銅との質量比（硝酸グアニ
ジン（ＧＮ）：塩基性硝酸銅（ＢＣＮ））が、７０：３０～４５：５５である。硝酸グア
ニジンと塩基性硝酸銅とが、ガス発生剤組成物の主要成分となる。ガス発生剤を燃焼した
時、これらの比率によって、燃焼ガス中のガス成分が変化する。硝酸グアニジンと塩基性
硝酸銅との酸素バランスは、ＧＮ／ＢＣＮのモル比が９／４（質量比で５３／４７）でほ
ぼ０となる。これを基準とする範囲で設計した時、特に燃焼ガス中の有害ガスが低減され
やすい。
【００１７】
　なお、本発明者らの知見によれば、酸素バランスがプラス（ＢＣＮ比率が多い）になる
ほど、ＣＯ，ＮＨ3の発生量が少ない。また、酸素バランスがマイナス（ＧＮ比率が多い
）になるほど、ＮＯxの発生量が少ない。特に有害ガスとしての全量を制御すべきＣＯと
ＮＯxの合計量を低減するためには、ＧＮ／ＢＣＮ（質量比）を、７０：３０～４５：５
５とする。ＣＯ発生量を少なくするためには、５７：４３～５０：５０とすることがより
好ましい。一方、ＮＯx発生量を少なくするためには、ＧＮ／ＢＣＮ（質量比）を、６０
：４０～５３：４７とすることがより好ましい。ＣＯ、ＮＯxといった排ガス量を低減す
る観点からは、６５：３５～５０：５０とすることがより好ましく、５７：４３～５３：
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４７とすることが特に好ましい。
【００１８】
　本発明のガス発生剤組成物は、添加剤として、「沸点が２３００℃以下の酸化剤」また
は「融点が１８００℃以下の酸化剤」の少なくとも一方を含有する。以下、本願において
「沸点が２３００℃以下の酸化剤」と「融点が１８００℃以下の酸化剤」とを合わせて「
本発明に用いられる酸化剤」と記載する場合がある。本発明は、添加剤として含有される
酸化剤を沸点または融点の特徴から適したものを選択するものである。なお、これらの酸
化剤は、沸点、融点いずれの要件も満足する酸化剤を用いてもよく、そのような添加剤を
用いる場合、一方の添加剤としてのみその含有量を管理すればよい。
【００１９】
［沸点が２３００℃以下の酸化剤］
　本発明のガス発生剤組成物は、添加剤として、沸点が２３００℃以下の酸化剤を含有す
ることが好ましい。このような酸化剤としては、酸化モリブデン（ＭｏＯ3（沸点１１５
５℃））、酸化バナジウム（Ｖ2Ｏ5（沸点１７５０℃））、酸化タングステン（ＷＯ3（
沸点１８３７℃））、酸化スズ（ＳｎＯ2（沸点１８００℃））などの金属酸化物があげ
られる。特に、価数が４以上の金属酸化物が好ましい。本発明者らは、この沸点が２３０
０℃以下の酸化剤を含有することで、そのガス発生剤組成物を燃焼した時、一酸化炭素（
ＣＯ）の発生量が少なくなることを実験的に確認した。これは、詳細な原理は明らかでは
ないが、これらの酸化物（金属酸化物）が、ガス燃焼時に酸素（Ｏ2）を放出し、その酸
素とガス燃焼時に発生した一酸化炭素とが反応して二酸化炭素となるためと考えられる。
【００２０】
［融点が１８００℃以下の酸化剤］
　本発明のガス発生剤組成物は、添加剤として、融点が１８００℃以下の酸化剤を含有す
ることが好ましい。このような酸化剤としては、ＭｏＯ3（融点７９５℃）、Ｖ2Ｏ5（融
点６９０℃）、ＷＯ3（融点１４７３℃）、ＳｎＯ2（融点１６３０℃）などの金属酸化物
があげられる。特に、価数が４以上の金属酸化物が好ましい。本発明者らは、この融点が
１８００℃以下の酸化剤を含有することで、そのガス発生剤組成物を燃焼した時、一酸化
炭素（ＣＯ）の発生量が少なくなることを実験的に確認した。
【００２１】
　本発明のガス発生剤組成物における、沸点が２３００℃以下の酸化剤または沸点が１８
００℃以下の酸化剤の含有量は、前記硝酸グアニジン及び前記塩基性硝酸銅の合計質量１
００質量部を基準として、これに対して、１～２５質量部含有する。この比率で沸点が２
３００℃以下の酸化剤を含有させることで、有害ガス、特に一酸化炭素の発生量を少なく
することができる。有害ガスの発生量をより少なくするために、前記含有量は、３質量部
以上とすることが好ましく、５質量部以上とすることがより好ましい。一方、沸点が２３
００℃以下の酸化剤の含有量を過剰にしても、その効果は飽和すると考えられ、ガス発生
剤組成物のガス発生のための主要成分となる硝酸グアニジン及び塩基性硝酸銅の含有量が
相対的に低下することから、前記含有量は２５質量部以下とされる。この含有量は２２質
量部以下がより好ましい。
【００２２】
　なお、本発明のガス発生剤組成物においては、沸点が２３００℃を超える酸化剤または
融点が１８００℃を超える金属酸化剤の含有量は特別管理しなくてもよい。しかし、これ
らが含まれることで、相対的に本発明に用いられる酸化剤による有害ガス低減のための反
応性が低下する場合がある。よって、本発明に用いられる酸化剤の要件を満たさない、「
沸点が２３００℃を超える酸化剤」および「融点が１８００℃を超える金属酸化剤」の合
計含有量は、本発明のガス発生剤組成物に含まれる硝酸グアニジン及び塩基性硝酸銅の合
計質量１００質量部に対して、２５質量部以下含有するものとすることが好ましい。この
含有量は、１０質量部以下とすることがより好ましく、１質量部以下とすることが特に好
ましい。これらの含有量は、本発明のガス発生剤組成物における任意成分である酸化アル
ミニウム以外の金属酸化剤の合計含有量として管理してもよい。
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【００２３】
　本発明においては、一酸化炭素の低減効果から、本発明の沸点が２３００℃以下または
融点が１８００℃以下の酸化剤として、酸化モリブデン、酸化バナジウム、酸化タングス
テン、および酸化スズからなる群から選択される少なくとも１以上の金属酸化物を含有す
ることが好ましい。また、特に、本発明のガス発生剤組成物における前記沸点が２３００
℃以下の酸化剤または融点が１８００℃以下の酸化剤は、酸化モリブデン（ＭｏＯ3）お
よび／または酸化バナジウム（Ｖ2Ｏ5）であることが好ましい。酸化モリブデンおよび酸
化バナジウムは、特に有害ガスの発生量を少なくするために有効である。なお、これらを
用いるときは、いずれか一方のみで、前記含有量としてもよい。また、双方を用いる場合
、それらの合計量として、前記沸点が２３００℃以下の酸化剤（および融点が１８００℃
以下の酸化剤）の含有量としたガス発生剤組成物とすることが好ましい。
【００２４】
　本発明のガス発生剤組成物は、更に酸化アルミニウム（Ａｌ2Ｏ3）を含有することが好
ましい。この酸化アルミニウムの含有量は、前記硝酸グアニジン及び酸化剤の合計質量１
００質量部に対して、酸化アルミニウム（Ａｌ2Ｏ3）を１～２５質量部とすることが好ま
しい。さらに酸化アルミニウムを含有することで、燃焼ガスに含まれるＮＯxの発生量を
より少なくすることができる。また、本発明に用いられる酸化剤と組み合わせて、一酸化
炭素の発生量も少なくすることができる。これは、詳細な原理は明らかではないが、酸化
アルミニウムが、燃焼時に触媒として作用することによると考えられる。有害ガスの発生
量をより少なくするために、前記含有量は、３質量部以上とすることが好ましく、５質量
部以上とすることがより好ましい。一方、酸化アルミニウムの含有量を過剰にしても、そ
の効果は飽和すると考えられ、ガス発生剤組成物のガス発生のための主要成分となる硝酸
グアニジン及び塩基性硝酸銅の含有量が相対的に低下することから、前記含有量は２５質
量部以下とされる。この含有量は２２質量部以下がより好ましい。
【００２５】
　本発明のガス発生剤組成物は、更に任意の添加剤を含有していてもよい。このような添
加剤としては、一般的に車両搭乗者安全装置用ガス発生器用のガス発生剤組成物に使用可
能な添加剤を用いることができる。例えば、好適な燃焼特性を維持するために成形性や形
状保持性を付与するためのバインダー剤、燃焼残渣を容易にろ過することを可能にするた
めのスラグ形成剤、その他、滑剤、燃焼調整剤等の添加剤を用いることができる。
【００２６】
　これら添加剤を用いる場合、その含有量はその用途により異なるが、いずれの用途にお
いても、添加剤の含有量が多くなり過ぎると、燃焼性等の性能が低下するため、ガス発生
剤組成物中に占める添加剤の含有量は、０．１～１５質量％が好ましく、０．１～１０質
量％が更に好ましい。
【００２７】
　上記バインダー剤は、好適な燃焼特性を維持させるために成形性、形状保持性を付与す
る添加剤であり、インフレータが使用される過酷な環境下であってもガス発生剤の成形体
形状が保たれることにより燃焼性能を保持することができる。該バインダー剤としては、
ガス発生剤組成物の燃焼挙動に大幅な悪影響を与えなければ特に制限なく使用でき、例え
ば、カルボキシメチルセルロースの金属塩、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプ
ロピルメチルセルロース、酢酸セルロース、プロピオン酸セルロース、酢酸酪酸セルロー
ス、ニトロセルロース、微結晶性セルロース、グアガム、ポリビニルアルコール、ポリビ
ニルピロリドン、ポリアクリルアミド、デンプン等の多糖誘導体、ステアリン酸塩等の有
機バインダー、二硫化モリブデン、合成ヒドロタルサイト、酸性白土、タルク、ベントナ
イト、ケイソウ土、カオリン、シリカ、酸化アルミニウム等の無機バインダーが好適に挙
げられる。これらの中でも、セルロース系バインダー、酸性白土が特に好ましい。
【００２８】
　本発明のガス発生剤組成物中におけるバインダー剤の含有量は、１～１０質量％が好ま
しく、１～５質量％が更に好ましい。バインダー剤の含有量が高いと、成形体の破壊強度
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を高めることができるが、組成物中の炭素元素及び水素元素の数が増大し、炭素元素の不
完全燃焼生成物である一酸化炭素ガスの濃度が増大し、発生ガスの品質を低下させ、また
燃焼を阻害してしまうおそれもあることから、ガス発生剤組成物の形状を維持できる最低
量での使用が好ましい。特に、バインダー剤の含有量が１０質量％を超えると、酸化剤成
分の相対的存在割合の増大が必要となり、ガス発生剤組成物中における燃料成分の相対的
存在割合が低下し、ガス発生器の実用化が困難になるおそれがある。
【００２９】
　上記スラグ形成剤は、ガス発生剤組成物の燃焼後に生成する燃焼残渣を容易にろ過する
ことを可能にする添加剤であり、インフレータの外に放出することを防ぐことを目的に添
加される。該スラグ形成剤の具体例としては、例えば、窒化珪素、炭化珪素、二酸化珪素
、珪酸塩、酸化アルミニウム、酸化チタン、酸性白土、クレー等の天然鉱物等が挙げられ
る。
【００３０】
　本発明においてスラグ形成剤を用いる場合、ガス発生剤組成物中における含有量は、０
．５～１０質量％が好ましく、１～５質量％が更に好ましい。スラグ形成剤の含有量が高
いと、燃焼性を低下させ、更には発生ガスのモル数を低下させることから、乗員保護性能
が十分に発揮されないおそれがある。
【００３１】
　上記滑剤は、ガス発生剤組成物の調製時において原料成分の混合性向上、流動性改善を
目的として添加される。該滑剤の具体例としては、例えば、グラファイト、ステアリン酸
マグネシウム、ステアリン酸亜鉛、ステアリン酸カルシウム、ステアリン酸ナトリウム、
窒化ホウ素、高分散シリカ（二酸化珪素）、タルク等が挙げられる。これらの中でも、高
分散シリカ（二酸化珪素）は、原料混合時の固着や凝集を抑制して均一に分散混合する機
能を有しており、各成分の粒度特性・作用を維持する効果があり、特に有用である。
【００３２】
　本発明において滑剤を用いる場合、ガス発生剤組成物中における滑剤の含有量は、０．
１～５質量％が好ましく、０．１～２質量％が更に好ましい。滑剤の含有量が高いと、燃
焼性の低下、発生ガスのモル数の低下、更には発生ガス中の一酸化炭素の濃度の増大等が
起きるおそれがある。
【００３３】
　上記燃焼調整剤は、ガス発生剤組成物の燃焼を調整するための添加剤であり、具体例と
しては、酸化鉄、酸化ニッケル、酸化銅、酸化亜鉛、酸化マンガン、酸化クロム、酸化コ
バルト等の金属酸化物、水酸化銅、水酸化コバルト、水酸化亜鉛、水酸化アルミニウム等
の金属水酸化物、活性炭粉末、グラファイト、カーボンブラック等の炭素類等が挙げられ
る。
【００３４】
　本発明において燃焼調整剤を用いる場合、ガス発生剤組成物中における燃焼調整剤の含
有量は、１０質量％以下が好ましく、５質量％以下が更に好ましい。
【００３５】
　本発明のガス発生剤組成物は、所望の形状に成形して成形体とし、ガス発生器に組み込
むガス発生剤として使用される。以下、ガス発生剤組成物の成形体を「ガス発生剤」と称
する場合がある。
【００３６】
　本発明のガス発生剤は、燃焼性能、ガス発生器の燃焼特性に合わせて様々な形状に成形
することができる。本発明のガス発生剤の形状は、特に限定されず、ペレット状、ディス
ク状、球状、棒状、円柱状、円筒状、金平糖状、テトラポット状等が挙げられる。また、
該成形体は、無孔のものでもよいし、単孔又は多孔といった有孔のもの（例えば、単孔円
筒状又は多孔円筒状）でもよい。更に、ペレット状、ディスク状の成形体は、片面又は両
面に１個乃至複数個程度の突起を設けてもよい。突起の形状は特に制限されず、例えば、
円柱状、円筒状、円錐状、多角錘状等が挙げられる。
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【００３７】
　本発明のガス発生剤の成形は、従来公知の方法で行えばよく、例えば、本発明のガス発
生剤組成物に溶媒を加えて混合し、押出成型する方法や、打錠機等を用いて圧縮成型する
方法が挙げられる。
【００３８】
　本発明のガス発生器は、ガス発生剤を装填したガス発生器において、前記ガス発生剤と
して上述したガス発生剤組成物からなる成形体（ガス発生剤）を用いたものである。
【００３９】
　本発明のガス発生器は、自動車をはじめとする各種車両用のガス発生器として好適であ
る。車両用のガス発生器としては、エアバック用ガス発生器、プリテンショナー用ガス発
生器等が挙げられるに適用できる。
【００４０】
　本発明のガス発生器において、本発明のガス発生剤組成物から得られる成形体以外は、
従来公知のガス発生器と同様の構成とすることができ、特に特定の構成に制限されず、通
常、車両に搭載される構造のインフレータであれば特に限定されるものではなく採用する
ことができる。代表的なガス発生器は、内容積を有する外殻シェルの内部に点火装置及び
必要に応じてフィルター材を装備し、併せてガス発生剤（ガス発生剤組成物から得られる
成形体）を充填して構成されている。
【００４１】
　なお、本発明のガス発生器は、ガスの供給がガス発生剤のみであるパイロタイプと、ア
ルゴン等の圧縮ガスとガス発生剤の両方であるハイブリッドタイプのいずれでもよい。
【実施例】
【００４２】
　以下、実施例により本発明を更に詳細に説明するが、本発明は、その要旨を変更しない
限り以下の実施例に限定されるものではない。
【００４３】
１．原料試料
（ａ）燃料成分
・硝酸グアニジン（ＧＮ、和光純薬（株）製）
（ｂ）共酸化剤
・塩基性硝酸銅（ＢＣＮ、日本化学産業（株）製）
（ｃ）添加剤（金属酸化物）
・酸化モリブデン（ＭｏＯ3、和光純薬（株）社製、沸点１１５５℃、融点７９５℃）
・酸化バナジウム（Ｖ2Ｏ5、和光純薬（株）社製、沸点１７５０℃、融点６９０℃）
・酸化タングステン（ＷＯ3、和光純薬（株）社製、沸点１８３７℃、融点１４７３℃）
・酸化スズ（ＳｎＯ2、和光純薬（株）社製、沸点１８００℃、融点１６３０℃）
・酸化アルミニウム（Ａｌ2Ｏ3、昭和電工（株）社製、沸点２９８０℃、融点２０７２℃
）
・酸化マグネシウム（ＭｇＯ、和光純薬（株）社製、沸点３６００℃、融点２８５２℃）
・酸化チタン（ＴｉＯ2、和光純薬（株）社製、沸点２９７２℃、融点１８７０℃）
【００４４】
２．ガス発生剤組成物の製造
　硝酸グアニジン（ＧＮ）を篩にかけて、粒径をおよそ１００～２１２μｍに調製したも
のを、実施例および比較例のガス発生剤組成物用の硝酸グアニジン（ＧＮ）として使用し
た。
　硝酸グアニジン（ＧＮ）、塩基性硝酸銅（ＢＣＮ）、適宜添加剤を混合し、ペレタイザ
ーに導入して圧縮成形することでガス発生剤組成物（ガス発生剤の成形体）を製造した。
なお、ＧＮ・ＢＣＮのみで製造する場合、合計量３．０ｇを一つのガス発生剤組成物とし
て秤量して圧縮成形した。また、さらに添加剤を用いる場合、ＧＮ・ＢＣＮ・添加剤の合
計量３．３ｇを一つのガス発生剤組成物として秤量して圧縮成形した。
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【００４５】
３．評価方法
３．１　チムニ型ストランド燃焼装置
　チムニ型ストランド燃焼装置を使用して燃焼試験を行った。１ＭＰａ窒素雰囲気下にて
、コイル状のニクロム線に通電し、試料（ガス発生剤組成物）に着火して、その燃焼性や
燃焼ガスを分析した。
（１）燃焼ガス組成
　燃焼ガスをテトラバッグに捕集して、下記仕様の検知管を用いて、ＣＯ、ＮＨ3、ＮＯx

の濃度を測定した。その後、燃焼ガスの体積と、試料重量および組成より、各試料のＧＮ
およびＢＣＮの合計含有量１ｇ当たりのガス発生量（Ｌ／ｇ）に換算して評価を行った。
・検知管（（株）ガステック製）
「ＣＯ」測定範囲８～１０００（ｐｐｍ）、吸引量５０、１００（ｍＬ）吸引時間１２０
（ｓ）
「ＮＨ3」測定範囲０．５～７８（ｐｐｍ）、吸引量１００（ｍＬ）吸引時間４５（ｓ）
「ＮＯx」測定範囲５～６２５（ｐｐｍ）、吸引量５０、１００（ｍＬ）吸引時間４５（
ｓ）
【００４６】
［実施例１～５、比較例１～４］
　実施例および比較例を、表１、２に示す。表のガス発生剤組成物の成分に記載のものを
、成分比率の列に記載の質量部の比率で混合してガス発生剤組成物を成形し、燃焼試験を
行った。たとえば実施例１の場合、ＧＮを５３質量部と、ＢＣＮを４７質量部と、ＭｏＯ

3を１０質量部としてガス発生剤を製造した。この燃焼試験の結果、発生したＣＯ発生量
を、表に合わせて示す。
【００４７】
【表１】

【００４８】
【表２】

【００４９】
　ＧＮとＢＣＮからなるガス発生剤組成物は、比較例１に示すように、１．１６（×１０
-2Ｌ／ｇ）のＣＯ発生量であった。これと比較し、本発明の実施例に係る沸点が２３００
℃以下の金属酸化物または融点が１８００℃以下の金属酸化物を混合した実施例１～６は
、そのＣＯ発生量が著しく低減しおよそ半分以下となった。一方、沸点が２３００℃を超
える金属酸化物または融点が１８００℃を超える金属酸化物を用いた比較例２～４はＣＯ
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【００５０】
　なお、実施例３の酸化モリブデンと、酸化アルミニウムとを混合したものは、ＮＯx発
生量を評価した結果、０．４２（×１０-2Ｌ／ｇ）であった。これは、比較例１のＮＯx

発生量が０．４７（×１０-2Ｌ／ｇ）であり、実施例１のＮＯx発生量が０．４６（×１
０-2Ｌ／ｇ）であったことから、これらよりも、ＮＯx発生量も低減されたものであった
。
【００５１】
　また、ＧＮ・ＢＣＮを用いるガス発生剤組成物の場合、ＮＨ3発生量が少ない。比較例
１においても、発生量は、０．０５（×１０-2Ｌ／ｇ）と少ないものであったが、実施例
１（ＭｏＯ3）、実施例２（Ｖ2Ｏ5）、実施例６（ＭｏＯ3）については、それらのＮＨ3

発生量は、検出下限以下まで低減されており、よりガス発生量が低減されていた。
【産業上の利用可能性】
【００５２】
　本発明によれば、一酸化炭素（ＣＯ）などの有害ガスの発生量が極めて少ないガス発生
剤組成物が得られる。このガス発生剤組成物は、硝酸グアニジンを用いることから、ガス
発生器の小型化（薄肉化）にも寄与し、自動車用エアバッグ等ガス発生器に好適に使用す
ることができる。
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